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地域の循環型社会形成を推進するための基本的な事項

対象地域(1)

構成市町村名

（内訳）

　面積（km
2
)

km
2

人

１．

面 積 98.61

55,928

83.85 14.76

　市町村名 能美市 川北町

　人口（人） 49,701 6,227

人 口

対象地域図

能美市、川北町

（平成24年9月末日現在）

(2) 計画期間

(3) 基本的な方向

　本計画は、平成25年10月1日から

平成31年3月31日までの6年間を計画期間と

する。

　なお、目標の達成状況や社会経済情勢の

変化等を踏まえ、必要な場合には計画を見

直すものとする。

かした県内有数の産業集積ゾーンとなっており、近年はＩＴや新素材等の先進技術をも

った企業の立地も見られる。

　さらに、いしかわ動物園をはじめ、辰口丘陵公園、九谷陶芸村など、野外レクリエー

ション地として県民の憩いの場としての役割も担っている。

　また、圏域を東西に流れる手取川のもたらした扇状地上に位置し、豊富な伏流水を活

開発が進んでいるほか、豊富な自然環境に恵まれ、人口は増加傾向にある。

　このような地域特性のもと、本地域のごみ処理の方針としては、現行の分別区分及び

処理体制を維持していくことを基本とし、あわせて地域住民、事業者、行政の三者が一

体となって、ごみの発生抑制、再使用、資源化に向けた取り組みを推進することにより、

(3) 基本的な方向

【地域の特徴と循環型社会形成に向けた基本的な方向】

　能美市・川北町地域（以下、「本地域」という。）は、県都金沢市と日本海側の拠点

「小松空港」のある小松市の中間に位置し、都市部の人口の受け皿として住宅団地等の

循環型社会の構築及び人と自然と産業との調和を目指す。
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続及び検討することにより、延命化を図る。

の削減を目的とした基幹改良工事を実施する。

設備を設置し、衛生処理率は100％となっているため今後も維持していく。

回収も行っている。

　ごみ焼却施設は、平成4年の竣工後21年が経過しており、平成12、13年度には、排ガ

【生活排水処理に関する基本的な方向性】

　川北町は、全区域が農業集落排水区域であり、立地する工場等は個別の生活排水処理

ス高度処理施設整備及び灰固形化施設整備工事を実施したものの、施設全体の老朽化が

進行しているため、今後、長寿命化計画を策定した上で、施設の延命化及びＣＯ2排出量

　能美市は、下水道区域、農業集落排水区域、（民間）コミュニティプラント区域で構

成されており、平成25年3月の衛生処理率は92.0％である。今後は各施設への接続を普

　埋立処分地施設は、約21年の残余容量があり、今後排出抑制や資源化に係る施策を継

及啓発することにより、衛生処理率100％を目指す。

【ごみ処理に関する基本的な方向性】

　本地域のごみ処理は、能美広域事務組合が設置する能美美化センターのごみ焼却施設

及び埋立処分地施設で行っており、埋立処分前には金属類、小型家電等の資源物の選別
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ｔ ｔ

ｔ ｔ

％ ％

600

計画処理量排出量 中間処理量

6.7

1,182

集団回収量

2,194

2.3

処理後再生利用量直接資源化量

※資源化量

は2,194トン、リサイクル率は12.0％である。

である。

　中間処理による減量化量は12,486トンであり、集団回収量を除く総排出量の70.7％が

減量化されている。

２． 循環型社会形成推進のための現状と目標

(1) 一般廃棄物等の処理の現状

　平成24年度の能美市・川北町地域の一般廃棄物の排出、処理状況は図２.１のとおり

　総排出量は、集団回収量も含め、18,251トンであり、再生利用される「総資源化量」

　また、減量化・資源化処理後の最終処分量は3,571トンであり、集団回収量を除く総

排出量の20.2％が埋め立てられている。

リサイクル率＝
（直接資源化量＋中間処理後の再生利用量＋集団回収量）

（ごみの総処理量＋集団回収量）

総資源化量

412

減量化量

ｔ ｔ ｔ ｔ

％ ％ ％

ｔ

％

ｔ ｔ ｔ

％ ％ ％0.9

100

自家処理量 直接最終処分量

0 3,571164

20.2

処理後最終処分量

3,407

92.4

0

17,65117,651

最終処分量

19.3

12,486

70.7

図２.１　一般廃棄物の処理状況フロー（平成24年度）

16,305
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人

人 人

人 人

人

人

浄化槽汚泥発生量

未処理人口

公共下水道

kl/年

　平成24年度の生活排水の処理及びし尿・汚泥等の排出量は次のとおりである。

(14.4%)51,443

行政区域内人口

42,232

処理率は92.0％である。

合併処理浄化槽等

1,157

生活排水処理の現状

4 485 ( 8 0%)

(2)

(100%)

総人口

　生活排水処理対象人口は、全体で55,928人であり、水洗化人口は51,443人、汚水衛生

　し尿発生量は922kl/年、浄化槽汚泥発生量は3,765kl/年であり、4,687kl/年を収集運

衛生処理率＝

(75.5%)

8,054

( 2.1%)

( 6.0%)

処理人口 農業集落排水施設等

単独処理浄化槽

55,928

搬、処理・処分している。

3,765

（公共下水道＋農業集落排水施設等＋合併処理浄化槽の各人口）

3,340

(92.0%)

人

人 ( 2.0%) kl/年

4,485 ( 8.0%)

非水洗化人口

922

図２.２　　生活排水の処理状況フロー（平成24年度）

し尿発生量

1,145
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※１

※２

(71.3%)

(18.8%)

トン(70.7%)

排出量は現状に対する割合、その他は排出量に対する割合

3,571埋立最終処分量 (20.2%)

※３

( 6.7%)

最 終 処 分 量

表２.１　減量化、再生利用に関する現状と目標

熱 回 収 量 －

12,486中間処理による減量化量

トン

減 量 化 量

再 生 利 用 量
総資源化量 2,194

4,771 (-13.1%)

2,229

熱回収量（年間の発電電力量）

トン

トン

(-5.0%)

16,540

kg/人219

1,193

トン

230

12,880 トン

(13.5%)

－

kg/人

11,796

(12.4%)

トン 3,108

合　計　事業系家庭系排出量合計 トン

トン直接資源化量 1,182

トン

MWh

(-6.3%)

( 7.2%)

トン

MWh

17,651

　本計画期間中においては、廃棄物の減量化、資源化を含め循環型社会の実現を目指し、

表２.１のとおり目標値について定め、それぞれの施策に取組んでいくものとする。

排 出 量

(3) 一般廃棄物等の処理の目標

4,146

1.92

トン

トン/事業所

トン

　また、表２.２に能美市、表２.３に川北町の減量化・再生利用に関する現状と目標を

示す。

　　　　１事業所当たりの排出量※２

（平成24年度）

1.77

12,394家庭系　総排出量

　　　　１人当たりの排出量※３

指　　　　　標

事業系　総排出量

目標（割合※１）

（平成31年度）

トン

トン/事業所 (-7.6%)

(-3.8%)

現状（割合※１）

(１事業所あたりの排出量)＝{(事業系ごみの総排出量)－(事業系ごみの資源ごみ量)}/(事業所数)

(１人あたりの排出量)＝{(家庭系ごみの総排出量)－(家庭系ごみの資源ごみ量)}/(人口)

《指標の定義》

熱 回 収 量：

減 量 化 量： 中間処理量と処理後の残渣の量の差〔単位：トン〕

埋立処分された量〔単位：トン〕最終処分量：

排 出 量 ：

再生利用量： 集団回収量、直接資源化量、中間処理後の再生利用量の和〔単位：トン〕

熱回収施設において発電された年間の発電電力量〔単位：ＭＷｈ〕

事業系ごみ、家庭系ごみを問わず、出されたごみの量（集団回収量を除く。）〔単位：トン〕

( 人あ り 排出 ) {(家庭系 み 総排出 ) (家庭系 み 資源 み )}/(人 )
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10,285

(19.1%)2,782

619

2 72

3,527 (-12.4%)

(-5.9%)1.71

11,032

－

( 18 5%)

(-4.0%)

(-17.0%)

トン

kg/人kg/人 (-4.9%)

3,171

(１事業所あたりの排出量)＝{(事業系ごみの総排出量)－(事業系ごみの資源ごみ量)}/(事業所数)※２

231 220

トン

　　　　１人当たりの排出量※３

排 出 量

事業系　総排出量 トントン

トン

　　　　１事業所当たりの排出量※２

4,025

トン/事業所

表２.２　能美市における減量化、再生利用に関する現状と目標

指　　　　　標

トン/事業所

トン/事業所

11,489

1.82

トン

2 22

1,099

14,559

現状（割合※１） 目標（割合※１）

（平成24年度） （平成31年度）

目標（割合※１）

トン

家庭系　総排出量 トン

トン

事業系　総排出量 トン

１事業所当たりの排出量※２ トン/事業所

(20.4%)

(70.1%)

746

現状（割合※１）

10,870

表２.３　川北町における減量化、再生利用に関する現状と目標

指　　　　　標
（平成24年度） （平成31年度）

合　計　事業系家庭系排出量合計

MWh

トン トン

1,932

－

( 7.5%)

(-6.2%)15,514

(13.3%)

1,109

1,919

※３ (１人あたりの排出量)＝{(家庭系ごみの総排出量)－(家庭系ごみの資源ごみ量)}/(人口)

トン ( 7.1%)

※１ 排出量は現状に対する割合、その他は排出量に対する割合

最 終 処 分 量 埋立最終処分量 トン

(70.6%)減 量 化 量 中間処理による減量化量 トン

熱 回 収 量 熱回収量（年間の発電電力量） MWh

再 生 利 用 量
直接資源化量

総資源化量 トン (12.4%)

94

297

－

(15.0%)

(-5.6%)

( 3.4%)

(12.9%)

326(18.7%)400

1,616

2.72

1,391

2,137

(-2.1%)

(-18.5%)

1,981 (-7.3%)

(76.3%)

(16.5%)

kg/人

トン ( 4.7%)

1,511

MWh

211

※３ (１人あたりの排出量)＝{(家庭系ごみの総排出量)－(家庭系ごみの資源ごみ量)}/(人口)

トン

275

トン/事業所2.22

家庭系　総排出量

　　　　１事業所当たりの排出量※２ トン/事業所

トン

合　計　事業系家庭系排出量合計 トン トン

トン トン排 出 量

減 量 化 量 中間処理による減量化量 トン

kg/人

1,362

223　　　　１人当たりの排出量※３

トン

熱 回 収 量 熱回収量（年間の発電電力量） MWh－

総資源化量
再 生 利 用 量

直接資源化量

(75.6%)

トン73

※１ 排出量は現状に対する割合、その他は排出量に対する割合

※２ (１事業所あたりの排出量)＝{(事業系ごみの総排出量)－(事業系ごみの資源ごみ量)}/(事業所数)

最 終 処 分 量 埋立最終処分量 トン

トン
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ｔ ｔ

ｔ ｔ

％ ％

ｔ ｔ ｔ ｔ

％ ％ ％

ｔ

％

ｔ ｔ ｔ

％ ％ ％

減量化量

3,108

100

16,540
91.9

11,796
71.3

自家処理量 直接最終処分量

図２.３　目標達成時の一般廃棄物の処理状況フロー（平成31年度）

443

処理後再生利用量

※資源化量

16,540 15,199

7.2 2.7

1,193

593 2,229

集団回収量 総資源化量

直接資源化量

0

排出量 計画処理量 中間処理量

17.9

2,960

最終処分量

処理後最終処分量

0 148
0.9 18.8

-7-



キロリットル

し
尿
・
汚
泥
の
量

3,695

浄化槽汚泥量

合　　計 55,928

汲み取りし尿量

公共下水道

処
理
形
態
別
人
口

4,485

人

( 8.0%)人

1,157

農業集落排水施設等

人

人

キロリットル

キロリットル

56,635 人

3,463

キロリットル

キロリットル

進めていくものとする。

1,043

人 (15.4%)

( 2.2%)

(75.5%)

(14.4%)

平成24年度実績

表２.４　　生活排水処理に関する現状と目標

人

8,054 人

45,649

(4) 生活排水処理の目標

8,709

未処理人口 ( 1.8%)

キロリットル合 　計 4,687

合併処理浄化槽等

232922

3,765

　生活排水処理については、表２.４に掲げる目標のとおり、公共下水道の整備等を

1,234( 2.1%)

(80.6%)人

平成31年度目標

42,232

人

　また、表２.５に能美市、表２.６に川北町の生活排水処理に関する現状と目標を

示す。

量
3,695キ リットル キ リットル合 　計 4,687

-8-



2,400

1,940

0

平成31年度目標

人 ( 0 0%)

表２.６　　川北町における生活排水処理に関する現状と目標

1,043

2,145

( 0 0%)公共下水道 0 人

し
尿
・
汚
泥
の
量

合　　計 3,858 キロリットル

2,956 キロリットル

合　　計

平成24年度実績

205 キロリットル

キロリットル

汲み取りし尿量 902 キロリットル

浄化槽汚泥量

キロリットル

農業集落排水施設等 2,011

50,174人

人 ( 2.0%)

人 ( 9.0%)

49,701

( 2.0%)

( 2.2%)

4,485

合併処理浄化槽等 973

( 4.0%)

(85.0%) 人

人 ( 4.8%)

人

1,082 人

人

45,649

平成24年度実績

人42,232

平成31年度目標

(91.0%)

人
処
理
形
態
別
人
口

公共下水道

表２.５　　能美市における生活排水処理に関する現状と目標

未処理人口

注．汲み取りし尿は、イベントで設置する仮設トイレから発生するものである。

(97.0%) 6,309

0 人 ( 0.0%)

人 (97.6%)

キロリットル

人 ( 0.0%)

キロリットル1,523

人6,461

し
尿
・
汚
泥
の
量

合　　計 6,227 人

0

汲み取りし尿量 20 キロリットル

合　　計 829 キロリットル

浄化槽汚泥量 809 キロリットル

( 0.0%)

未処理人口 0

1,550 キロリットル

152 人 ( 2.4%)

27

合併処理浄化槽等

処
理
形
態
別
人
口

公共下水道 0 人

農業集落排水施設等

184 人

6,043

人 ( 0.0%)

( 3.0%)

人
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カ　再使用の推進（実施主体：能・川）　　【施策NO．16】

３． 施策の内容

(1)

とした従量制により処理手数料を徴収している。また、事業系の直接搬入ごみについて

は、持込車両ごとに定額の持込料金を徴収している。

　今後は、排出抑制と一層の費用負担の公平性確保のため、持込ごみの料金徴収のあり

発生抑制、再使用の推進

　（実施主体：能…能美市、川…川北町、広…能美広域事務組合）

を行うほか、ポスター、チラシ等の配布や広報誌、ホームぺージ等による幅広い広報活

動により、循環型社会形成に対する意識の向上を図っていく。

ア　環境教育（実施主体：能・川・広）　　【施策NO．11】

　各町内会のごみ減量化・再資源化等推進員に、地域のごみの減量化や資源化推進のリ

ーダーとして活動してもらう。また、職員によるごみの分別及び資源化等に関する出前

　現在、根上くるくる工房で行っている不用品等の修理・販売を継続するとともに、こ

　庁舎及び美化センター等において、ごみの減量化、資源化等に関するパネルの展示等

ウ　ごみ減量化・再資源化等推進員（実施主体：能・川）　　【施策NO．13】

類の使用量削減や分別の徹底等による発生抑制、排出抑制対策を普及啓発していく。

していく。

　事業系一般廃棄物は、家庭系ごみの分別区分に準じて許可業者が収集しており、用紙

り、地域に根差した環境教育を行う。

　また、小学生を対象とした社会科見学等を行うほか、地域のNPOと連携した活動によ

イ　有料化（実施主体：能・川・広）　　【施策NO．12】

利用を図る。

の活動を広くPRする。また、民間のリユースショップ等の活用を促進し、不用品の有効

　住民、事業者の協働施策としてマイバック運動を推進し、レジ袋配布の有料化を継続

講座の開催等、連携した活動に取り組んでいく。

　現在、家庭系ごみ（可燃ごみ、不燃ごみ）及び事業系ごみについては、指定袋を媒介

方について、地域全体で検討していく。

エ　容器包装の適正化・排出抑制（実施主体：能・川）　　【施策NO．14】

オ　事業系一般廃棄物の発生抑制（実施主体：能・川）　　【施策NO．15】
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の方法について検討・実施する。

ク　生ごみの資源化（実施主体：能・川）　　【施策NO．18】

コ　資源ごみの拠点回収（実施主体：能・川）　　【施策NO．20】

3箇所の収集場で週末等に拠点回収を行っており、川北町でも1箇所の資源ごみ保管場に

おいて拠点回収を行っている。

　今後は、剪定枝のチップ化や堆肥化の拡大について検討する。

　今後は、ごみの資源化促進のため、住民の利便性向上等を踏まえた効果的な拠点回収

が行われている。

源化を促進している。また、能美市では生ごみの堆肥化等の取組みに対するポイント制

の使い切り等に対する普及啓発も図り、生ごみ減量化を促進する。

する取り組みを展開している。

　今後は、これらの取り組みの継続、拡大を図っていくほか、家庭での水切りや、食品

　住民の資源ごみ排出の利便性を高めるため、能美市では市内のリサイクルセンター等

況である。

　小型家電は不燃ごみと併せて収集または直接持込ごみとして受け入れた後、回収し、

資源化している。

度を導入しているほか、市内の学校や保育園で発生する給食残渣の一部を回収、堆肥化

　また、大型小売店舗等において、空き缶類、ペットボトル等の自主的な回収、資源化

　剪定枝等の有機系ごみは、一部堆肥化に取り組んでいるものの、資源化量は少ない状

キ　小型家電の資源化（実施主体：能・川・広）　　【施策NO．17】

　川北町では生ごみ処理機の購入助成により家庭から排出される生ごみの発生抑制、資

ケ　剪定枝等の資源化（実施主体：能・川）　　【施策NO．19】

　今後は、小型家電の更なる資源化を促進するため広報等により周知を図るとともに、

効果的な回収方法について検討していく。
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・空き缶類、空きびん、ペットボトル、容器包装プラスチック、紙類は、能美市及び川

ウ　一般廃棄物処理施設で併せて処理する産業廃棄物の現状と今後（実施主体：能・川）

運搬し、手取川流域環境衛生事業組合衛生センターにおいて処理を行っている。また、

　現在、併せ産廃としての受入は行っておらず、産業廃棄物は産業廃棄物処理業者によ

り処理されており、今後も現状の体制を継続する。

美美化センターで家庭系ごみと併せて処理を行う。

　と資源化率の向上を図っており、今後もこの処理体制を継続する。

で埋立処分しており、今後もこの体制を継続する。

　北町が収集を委託し、売却または資源化処理を行っており、今後もこの処理体制を継

処理により発生する汚泥は、焼却処理を行い、残渣を能美美化センター埋立処分地施設

　今後とも事業系一般廃棄物は、家庭系ごみの分別区分に準じて許可業者が収集し、能

処理体制

　ため、排出抑制や資源化を普及啓発により、延命化を図っていく。

　また、今後も能美美化センター埋立処分地施設において埋立処理を行うが、現有施設

・不燃ごみは、埋立前に資源化物（小型家電を含む）の選別回収を行い、埋立量の削減

　いるため、基幹改良を実施し、施設の延命化及びＣＯ2発生量の削減を図った上で、

　安定した処理を継続していく。

　行っていく。しかし、現有の施設は平成4年の竣工後21年が経過し、老朽化が進んで

ア　家庭系ごみの処理体制の現状と今後（実施主体：能・川・広）　　【施策NO．21】

　家庭系ごみの分別区分及び処理方法の現状と今後については、表３.１（P.14）のと

イ　事業系一般廃棄物の処理体制の現状と今後（実施主体：能・川）　　【施策NO．22】

　続する。

おりである。

　現在、し尿及び浄化槽等汚泥は、一般廃棄物収集運搬業の許可を有する事業者が収集

・大型小売店舗等では、自主的に空き缶類、ペットボトル等の回収を行っている店舗も

　もある。今後は、排出抑制、資源化促進のために、活動の継続を依頼するとともに、

　回収店舗数の拡大について検討していく。

エ　生活排水処理の現状と今後（実施主体：能・川・広・手）　　【施策NO．23】　　

　い、埋立量の削減と資源化率の向上を図っており、今後もこの処理体制を継続する。

・持込ごみは、可燃系、不燃系に分別後、資源化物（小型家電を含む）の選別回収を行

　（平成14年竣工）は、残余容量が120,807m
3
、残余埋立年数の見込みが約21年である

(2)

　（実施主体：能…能美市、川…川北町、広…能美広域事務組合、手…手取川流域環境衛生事業組合）

・可燃ごみは、今後とも能美美化センターの保有するごみ焼却施設において焼却処理を
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　排出抑制、資源化に努め、埋立処分地施設の延命化を図る。

　する。

・大型小売店舗等における資源ごみ回収（空き缶類、ペットボトル類等）や、リユー

　スショップの活用による不要品（家具、家電、古本、衣類等）の再使用を促進し、

　資源の有効利用やごみの減量化を図る。

・ごみ焼却施設の基幹改良により、施設の延命化、処理能力強化を図るほか、ごみの

オ　今後の処理体制の要点

・家庭系ごみ、事業系一般廃棄物及び生活排水の処理体制について、概ね現状を維持
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天
ぷ

ら
油

(紙
く
ず

･ぼ
ろ

布
に

吸
わ

す
か

凝
固

剤
で

固
め

る
)、

紙
く
ず

(再
生

で
き

な
い

、
タ

バ
コ

の
吸

い
殻

)、
紙

お
む

つ
(汚

物
を

ト
イ

レ
に

流
す

)、
皮

製
品

、
古

着
・
ぼ

ろ
布

、
ビ

デ
オ

・
カ

セ
ッ

ト
テ

ー
プ

、
ブ

ラ
シ

類
、

ポ
リ

バ
ケ

ツ
・
洗

面
器

・
発

泡
ス

チ
ロ

ー
ル

、
文

具
・
玩

具
、

少
量

の
木

く
ず

・
葉

類
、

ア
ル

ミ
箔

加
工

し
た

製
品

、
汚

れ
の

著
し

い
物

(マ
ヨ

ネ
ー

ズ
・
ケ

チ
ャ

ッ
プ

・
か

ら
し

)、
そ

の
他

(犬
・
猫

の
フ

ン
）

週
２

回
ご

み
ｽ

ﾃ
ｰ

ｼ
ｮﾝ表
３
.
１
補
足
　
能
美
市
・
川
北
町
の
家
庭
系
ご
み
の
分
別
区
分
と
そ
の
廃
棄
物
の
主
な
内
容

区
分

現
　

　
　

　
状

　
　

（
H

2
4
）

可
燃

ご
み

区
分

今
　

　
　

　
後

　
　

（
H

3
1
）

主
な

ご
み

の
例

可
燃

ご
み

週
２

回
ご

み
ｽ

ﾃ
ｰ

ｼ
ｮﾝ

休
場

日
（
毎

週
火

曜
日

、
祝

日
等

）
除

く
毎

日
能

美
美

化
ｾ

ﾝ
ﾀ
ｰ

 ガ
ラ

ス
片

・
混

ざ
っ

た
か

け
ら

(ガ
ラ

ス
コ

ッ
プ

、
板

ガ
ラ

ス
、

鏡
、

体
温

計
、

ナ
イ

フ
・
包

丁
、

剃
刀

の
刃

)、
電

池
・
電

球
・
蛍

光
管

等
、

化
粧

ビ
ン

、
せ

と
も

の
(せ

と
も

の
類

、
花

瓶
、

灰
皿

、
植

木
鉢

)、
金

物
(な

べ
、

や
か

ん
、

フ
ラ

イ
パ

ン
)、

ス
プ

レ
ー

缶
、

小
型

電
気

製
品

(ポ
ッ

ト
、

ト
ー

ス
タ

ー
、

テ
ー

プ
レ

コ
ー

ダ
ー

、
ド

ラ
イ

ヤ
ー

、
ア

イ
ロ

ン
）
、

そ
の

他
(ア

ル
ミ

ホ
イ

ル
、

傘
)

主
な

ご
み

の
例

持
込

ご
み

（
不

燃
系

）

粗
大

ご
み

含
む

休
場

日
（
毎

週
火

曜
日

、
祝

日
等

）
除

く
毎

日
能

美
美

化
ｾ

ﾝ
ﾀ
ｰ

月
１

回
ご

み
ｽ

ﾃ
ｰ

ｼ
ｮﾝ

月
１

回
ご

み
ｽ

ﾃ
ｰ

ｼ
ｮﾝ

休
場

日
（
毎

週
火

曜
日

、
祝

日
等

）
除

く
毎

日
能

美
美

化
ｾ

ﾝ
ﾀ
ｰ

木
製

の
家

具
、

剪
定

枝
木

（
8
0
c
m

以
下

に
切

る
）
、

布
団

、
マ

ッ
ト

レ
ス

、
じ

ゅ
う

た
ん

、
畳

（
そ

の
他

上
記

の
可

燃
ご

み
で

指
定

袋
に

入
ら

な
い

も
の

、
ま

た
は

大
量

に
廃

棄
す

る
場

合
）

 ア
ル

ミ
缶

、
ス

チ
ー

ル
缶

、
そ

の
他

の
ス

チ
ー

ル
缶

（
食

料
品

、
飲

料
水

容
器

に
限

る
）

木
製

の
家

具
、

剪
定

枝
木

（
8
0
c
m

以
下

に
切

る
）
、

布
団

、
マ

ッ
ト

レ
ス

、
じ

ゅ
う

た
ん

、
畳

（
そ

の
他

上
記

の
可

燃
ご

み
で

指
定

袋
に

入
ら

な
い

も
の

、
ま

た
は

大
量

に
廃

棄
す

る
場

合
）

休
場

日
（
毎

週
火

曜
日

、
祝

日
等

）
除

く
毎

日
能

美
美

化
ｾ

ﾝ
ﾀ
ｰ

休
場

日
（
毎

週
火

曜
日

、
祝

日
等

）
除

く
毎

日
能

美
美

化
ｾ

ﾝ
ﾀ
ｰ

持
込

ご
み

（
可

燃
系

）

粗
大

ご
み

含
む

 ア
ル

ミ
缶

、
ス

チ
ー

ル
缶

、
そ

の
他

の
ス

チ
ー

ル
缶

（
食

料
品

、
飲

料
水

容
器

に
限

る
）

 ガ
ラ

ス
片

・
混

ざ
っ

た
か

け
ら

(ガ
ラ

ス
コ

ッ
プ

、
板

ガ
ラ

ス
、

鏡
、

体
温

計
、

ナ
イ

フ
・
包

丁
、

剃
刀

の
刃

)、
電

池
・
電

球
・
蛍

光
管

等
、

化
粧

ビ
ン

、
せ

と
も

の
(せ

と
も

の
類

、
花

瓶
、

灰
皿

、
植

木
鉢

)、
金

物
(な

べ
、

や
か

ん
、

フ
ラ

イ
パ

ン
)、

ス
プ

レ
ー

缶
、

そ
の

他
(ア

ル
ミ

ホ
イ

ル
、

傘
)

小
型

家
電

(ポ
ッ

ト
、

ト
ー

ス
タ

ー
、

テ
ー

プ
レ

コ
ー

ダ
ー

、
ド

ラ
イ

ヤ
ー

、
ア

イ
ロ

ン
等

）

自
転

車
、

三
輪

車
、

バ
イ

ク
（
5
0
c
c
以

下
）
、

瓦
、

コ
ン

ク
リ

ー
ト

ブ
ロ

ッ
ク

、
ト

タ
ン

、
材

木
（
8
0
c
m

以
下

に
切

る
）

（
そ

の
他

上
記

の
不

燃
ご

み
で

指
定

袋
に

入
ら

な
い

も
の

、
ま

た
は

大
量

に
廃

棄
す

る
場

合
）

小
型

家
電

（
電

気
こ

た
つ

、
電

気
ス

ト
ー

ブ
、

フ
ァ

ン
ヒ

ー
タ

ー
、

オ
ー

ブ
ン

、
電

子
レ

ン
ジ

、
扇

風
機

、
除

湿
機

等
）

持
込

ご
み

（
可

燃
系

）

粗
大

ご
み

含
む

休
場

日
（
毎

週
火

曜
日

、
祝

日
等

）
除

く
毎

日
能

美
美

化
ｾ

ﾝ
ﾀ
ｰ

持
込

ご
み

（
不

燃
系

）

粗
大

ご
み

含
む

休
場

日
（
毎

週
火

曜
日

、
祝

日
等

）
除

く
毎

日
能

美
美

化
ｾ

ﾝ
ﾀ
ｰ

自
転

車
、

三
輪

車
、

バ
イ

ク
（
5
0
c
c
以

下
）
、

瓦
、

コ
ン

ク
リ

ー
ト

ブ
ロ

ッ
ク

、
家

電
（
電

気
こ

た
つ

、
電

気
ス

ト
ー

ブ
、

フ
ァ

ン
ヒ

ー
タ

ー
、

オ
ー

ブ
ン

、
電

子
レ

ン
ジ

、
扇

風
機

、
除

湿
機

等
）
、

ト
タ

ン
、

材
木

（
8
0
c
m

以
下

に
切

る
）

（
そ

の
他

上
記

の
不

燃
ご

み
で

指
定

袋
に

入
ら

な
い

も
の

、
ま

た
は

大
量

に
廃

棄
す

る
場

合
）

休
場

日
（
毎

週
火

曜
日

、
祝

日
等

）
除

く
毎

日
能

美
美

化
ｾ

ﾝ
ﾀ
ｰ

 紙
パ

ッ
ク

(ア
ル

ミ
箔

加
工

し
た

製
品

を
除

く
)

容
器

包
装

プ
ラ

ス
チ

ッ
ク

月
１

回
ご

み
ｽ

ﾃ
ｰ

ｼ
ｮﾝ

週
１

回
拠

点
回

収

月
１

回
資

源
ご

み
集

積
所

 飲
料

用
及

び
醤

油
・
酒

・
み

り
ん

の
み

(キ
ャ

ッ
プ

・
ラ

ベ
ル

は
プ

ラ
ス

チ
ッ

ク
製

容
器

包
装

)

紙
類

（
紙

ﾊ
ﾟｯ

ｸ
以

外
）

（
根

上
地

区
）

月
１

回
ご

み
ｽ

ﾃ
ｰ

ｼ
ｮﾝ

（
寺

井
・
辰

口
地

区
）

週
１

回
拠

点
回

収

年
２

～
３

回
集

団
回

収
（
各

小
学

校
）

 ダ
ン

ボ
ー

ル
、

厚
紙

(紙
箱

等
)、

新
聞

紙
、

雑
誌

・
チ

ラ
シ

紙
類

（
紙

パ
ッ

ク
）

空
き

缶

ペ
ッ

ト
ボ

ト
ル

資 源 ご み

月
１

回
資

源
ご

み
集

積
所

 白
色

(無
色

透
明

)、
茶

色
、

そ
の

他
(黒

･青
緑

色
な

ど
)（

食
料

品
や

飲
料

水
容

器
に

限
る

）

資
源

ご
み

集
積

所

紙
類

（
紙

パ
ッ

ク
）

月
２

回
ご

み
ｽ

ﾃ
ｰ

ｼ
ｮﾝ

 ボ
ト

ル
類

(シ
ャ

ン
プ

ー
、

食
用

油
、

ソ
ー

ス
、

液
体

ワ
ッ

ク
ス

、
ウ

ォ
ッ

シ
ャ

ー
液

な
ど

)、
パ

ッ
ク

･ト
レ

ー
類

(惣
菜

、
海

苔
、

菓
子

、
紅

茶
、

た
ま

ご
ケ

ー
ス

、
豆

腐
、

カ
レ

ー
、

い
ち

ご
ケ

ー
ス

、
マ

ー
ガ

リ
ン

、
味

噌
、

バ
タ

ー
、

色
付

き
ト

レ
ー

な
ど

)、
カ

ッ
プ

類
(イ

ン
ス

タ
ン

ト
食

品
の

プ
ラ

ス
チ

ッ
ク

容
器

、
ア

イ
ス

ク
リ

ー
ム

、
ヨ

ー
グ

ル
ト

、
乳

酸
飲

料
な

ど
)、

袋
類

(ス
ー

パ
ー

の
レ

ジ
袋

、
米

の
袋

、
お

菓
子

の
袋

、
イ

ン
ス

タ
ン

ト
ラ

ー
メ

ン
の

袋
、

ト
イ

レ
ッ

ト
ペ

ー
パ

ー
の

袋
な

ど
)、

そ
の

他
(洗

剤
の

フ
タ

、
入

浴
剤

の
フ

タ
、

ペ
ッ

ト
ボ

ト
ル

の
フ

タ
、

工
作

用
の

り
な

ど
に

使
わ

れ
る

保
護

プ
ラ

ス
チ

ッ
ク

カ
バ

ー
、

カ
ッ

プ
メ

ン
・た

ば
こ

な
ど

の
外

側
フ

ィ
ル

ム
)

空
き

び
ん

月
１

回
ご

み
ｽ

ﾃ
ｰ

ｼ
ｮﾝ

週
１

回
拠

点
回

収

空
き

缶
週

１
回

拠
点

回
収

ペ
ッ

ト
ボ

ト
ル

資
源

ご
み

集
積

所

空
き

び
ん

月
１

回
ご

み
ｽ

ﾃ
ｰ

ｼ
ｮﾝ

週
１

回
拠

点
回

収

月
１

回
資

源
ご

み
集

積
所

 紙
パ

ッ
ク

(ア
ル

ミ
箔

加
工

し
た

製
品

を
除

く
)

月
１

回
資

源
ご

み
集

積
所

週
１

回
拠

点
回

収

月
１

回
ご

み
ｽ

ﾃ
ｰ

ｼ
ｮﾝ

週
１

回
拠

点
回

収

月
１

回
ご

み
ｽ

ﾃ
ｰ

ｼ
ｮﾝ

週
１

回
拠

点
回

収

月
２

回
ご

み
ｽ

ﾃ
ｰ

ｼ
ｮﾝ

週
１

回
拠

点
回

収

月
１

回
ご

み
ｽ

ﾃ
ｰ

ｼ
ｮﾝ

週
１

回
拠

点
回

収

月
１

回
資

源
ご

み
集

積
所

ア
缶

、
チ

缶
、

そ
他

チ
缶

（
食

料
品

、
飲

料
水

容
器

限
る

）

 白
色

(無
色

透
明

)、
茶

色
、

そ
の

他
(黒

･青
緑

色
な

ど
)（

食
料

品
や

飲
料

水
容

器
に

限
る

）

 飲
料

用
及

び
醤

油
・
酒

・
み

り
ん

の
み

(キ
ャ

ッ
プ

・
ラ

ベ
ル

は
プ

ラ
ス

チ
ッ

ク
製

容
器

包
装

)

ア
缶

、
チ

缶
、

そ
他

チ
缶

（
食

料
品

、
飲

料
水

容
器

限
る

）

 ボ
ト

ル
類

(シ
ャ

ン
プ

ー
、

食
用

油
、

ソ
ー

ス
、

液
体

ワ
ッ

ク
ス

、
ウ

ォ
ッ

シ
ャ

ー
液

な
ど

)、
パ

ッ
ク

･ト
レ

ー
類

(惣
菜

、
海

苔
、

菓
子

、
紅

茶
、

た
ま

ご
ケ

ー
ス

、
豆

腐
、

カ
レ

ー
、

い
ち

ご
ケ

ー
ス

、
マ

ー
ガ

リ
ン

、
味

噌
、

バ
タ

ー
、

色
付

き
ト

レ
ー

な
ど

)、
カ

ッ
プ

類
(イ

ン
ス

タ
ン

ト
食

品
の

プ
ラ

ス
チ

ッ
ク

容
器

、
ア

イ
ス

ク
リ

ー
ム

、
ヨ

ー
グ

ル
ト

、
乳

酸
飲

料
な

ど
)、

袋
類

(ス
ー

パ
ー

の
レ

ジ
袋

、
米

の
袋

、
お

菓
子

の
袋

、
イ

ン
ス

タ
ン

ト
ラ

ー
メ

ン
の

袋
、

ト
イ

レ
ッ

ト
ペ

ー
パ

ー
の

袋
な

ど
)、

そ
の

他
(洗

剤
の

フ
タ

、
入

浴
剤

の
フ

タ
、

ペ
ッ

ト
ボ

ト
ル

の
フ

タ
、

工
作

用
の

り
な

ど
に

使
わ

れ
る

保
護

プ
ラ

ス
チ

ッ
ク

カ
バ

ー
、

カ
ッ

プ
メ

ン
・た

ば
こ

な
ど

の
外

側
フ

ィ
ル

ム
)

月
２

回
ご

み
ｽ

ﾃ
ｰ

ｼ
ｮﾝ

容
器

包
装

プ
ラ

ス
チ

ッ
ク

月
２

回
ご

み
ｽ

ﾃ
ｰ

ｼ
ｮﾝ

週
１

回
拠

点
回

収

資 源 ご み

紙
類

（
紙

ﾊ
ﾟｯ

ｸ
以

外
）

（
根

上
地

区
）

月
１

回
ご

み
ｽ

ﾃ
ｰ

ｼ
ｮﾝ

（
寺

井
・
辰

口
地

区
）

週
１

回
拠

点
回

収

年
２

～
３

回
集

団
回

収
（
各

小
学

校
）

 ダ
ン

ボ
ー

ル
、

厚
紙

(紙
箱

等
)、

新
聞

紙
、

雑
誌

・
チ

ラ
シ

月
１

回
資

源
ご

み
集

積
所
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※

　(3)の施設整備に先立ち、表３.３のとおり計画支援事業を行う。

(3) 処理施設の整備

ア　廃棄物処理施設の整備

　上記(2)の表３.１に示した処理体制で処理を行うため、表３.２のとおり必要な施設

能美市坪野町
リ　1-1

H27～30

整備を行う。

表３.２　整備する処理施設

事業
番号

整備施設種類 事業名 処理能力 設置予定地 事業期間 備考

現有処理施設の概要を添付（添付２）

（整備理由）

  事業番号１ 既存施設の老朽化（竣工後21年経過：H25）、ＣＯ２排出量の削減

イ　合併浄化槽の整備

1 ごみ焼却施設
ごみ焼却施設の整備事業

（基幹改良）
75ｔ/日

(37.5t/24h×2炉)

　下水道の普及・接続、農業集落排水あるいは民間処理施設への接続により生活排水

処理の向上を図っており、合併浄化槽の整備は計画しない。

(4) 施設整備に関する計画支援事業

表３.３　実施する計画支援事業

事業
番号

事業名 事業内容 事業期間 備考

31
ごみ焼却施設の整備事業

（基幹改良）

発注仕様書作成 H26

生活環境影響調査 H26

(5) 長寿命化計画策定支援事業

　廃棄物処理施設の機能低下や維持管理費の増加への対応及び延命化を図るため、

表３.４のとおり長寿命化計画策定支援事業を行う。

表３.４　実施する長寿命化計画策定支援事業

事業
番号

事業名 事業内容 事業期間 備考

32 長寿命化計画策定業務
施設保全計画の作成、

延命化計画の策定
H25
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(6) その他の施策

　地域循環型社会の形成を推進するために次の施策を実施する。

　（実施主体：能…能美市、川…川北町、広…能美広域事務組合、手…手取川流域環境衛生事業組合）

ア　不法投棄対策（実施主体：能・川）　　【施策NO．41】　　

　地域の町内会などと一体となった普及啓発により分別区分の徹底を進めるとともに、

地域内の郵便局等との連携によるパトロールの強化などを行い、不法投棄防止を図る。

イ　災害廃棄物処理体制の整備（実施主体：能・川・広・手）　　【施策NO．42】

ついて検討していく。

　地震、水害、津波等の災害時において、住民の生活環境を確保し、速やかな復興を推

進するため、地域内の災害廃棄物処理計画策定を検討する。

　なお、策定にあたっては能美市、川北町、能美広域事務組合が協働して行う。

　また、広域的処理体制を図るため、周辺市町との連携体制の構築を検討する。

ウ　ごみ処理の広域化（実施主体：能・川・広）　　【施策NO．43】

　隣接する事業主体の廃棄物処理施設の更新時期を考慮し、広域処理の時期や方法等に
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４． 計画のフォローアップと事後評価

(1) 計画のフォローアップ

(2) 事後評価及び計画の見直し

　能美市、川北町は、毎年、計画の進捗状況を把握し、その結果を公表するととも

に、必要に応じて、石川県及び国と意見交換をしつつ、計画の進捗状況を勘案し、

計画の見直しを行う。

　計画期間終了後、処理状況の把握を行い、その結果が取りまとまった時点で、速

やかに計画の事後評価、目標達成状況の評価を行う。

　また、評価の結果を公表するとともに、評価結果を次期計画策定等に反映させる

ものとする。

　なお、計画の進捗状況や社会経済情勢の変化等を踏まえ、必要に応じ計画を見直

すものとする。
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循環型社会形成推進地域計画の添付書類一覧

○　参考資料１　現有施設のパンフレット

　　　参考資料１添付１　能美美化センター(ごみ焼却施設、埋立処分地施設)パンフレット

　　　参考資料１添付２　能美美化センター(破砕処理施設)パンフレット

参考資料様式２
施設概要（熱回収施設系）

ごみ焼却施設の基幹改良
50t/日（25t/16h×2炉）→75ｔ/日(37.5ｔ/24h×2炉)

参考資料様式６
長寿命化計画策定概要

長寿命化計画策定事業

参考資料様式６
計画支援概要

ごみ焼却施設の整備に関する計画支援事業

循環型社会形成推進地域計画

　　　様式１添付１　指標と人口等の要因に関するトレンドグラフ

　　　様式１添付２　地域内の施設の現況と予定（位置図）

　　　様式１添付３　汚水衛生処理人口のトレンドグラフ

◇ その他参考資料

対象とする施設整備、事業使用する様式

　　　様式１添付４　生活排水処理構想エリアマップ（平成23年度版）

　　　　　　（地域内の計画事業を年度ごとにまとめたもの）

◎

○　様式１　循環型社会形成推進交付金事業実施計画総括表１（平成25年度）

○　様式２　循環型社会形成推進交付金事業実施計画総括表２（平成25年度）

○　様式３　地域の循環型社会形成推進のための施策一覧

　　　添付１　一般廃棄物の排出抑制及び再生利用に関する目標値等の対比

　　　添付２　現有処理施設の概要
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能
美

市
、

川
北

町
、

能
美

広
域

事
務

組
合

(
2
)
地

域
内

人
口

（
Ｈ

2
4
.
9
.
3
0
）

様
式

１

循
環

型
社

会
形

成
推

進
交

付
金

事
業

実
施

計
画

総
括

表
１

（
平

成
2
5
年

度
）

(
1
)

(
4
)

k
m
2

人
口

奄
美

離
島

(
6
)

構
成

市
町

村
に

一
部

事
務

組
合

等
が

含
ま

れ
る

場
合

、
当

該
組

合
の

状
況

合
 
計

事
業

系
家

庭
系

排
出

量
合

計
（

ト
ン

）

再
生

利
用

量

排
出

量

(
 
7
.
2
%
)

(
1
3
.
5
%
)

(
7
1
.
3
%
)

１
事

業
所

当
た

り
の

排
出

量
（

ﾄ
ﾝ
/
事

業
所

）

総
排

出
量

（
ト

ン
）

1
.
7
3

1
.
6
8

1
2
,
9
9
5

(
6
9
.
4
%
)

埋
立

最
終

処
分

量
（

ト
ン

）

総
排

出
量

（
ト

ン
）

１
人

当
た

り
の

排
出

量
（

k
g
/
人

）

中
間

処
理

に
よ

る
減

量
化

量

最
終

処
分

量

－

地
域

の
要

件
※

豪
雪

過
疎

(
 
8
.
5
%
)

1
7
,
6
5
1

2
,
1
9
4

過
去

の
状

況
・

現
況

（
排

出
量

に
対

す
る

割
合

）
目

　
標

平
成

3
1
年

度

－

1
,
1
8
2

1
,
3
3
1
(
 
7
.
6
%
)

(
 
9
.
0
%
)

1
,
4
7
6

2
,
5
4
7
(
1
5
.
0
%
)

直
接

資
源

化
量

（
ト

ン
）

1
,
5
5
7

総
資

源
化

量
　

（
ト

ン
）

2
3
5

1
7
,
4
6
7

2
2
8

2
2
6

1
6
,
9
6
3

熱
回

収
量

熱
回

収
量

（
年

間
の

発
電

電
力

量
　

M
W
h
）

減
量

化
量

（
中

間
処

理
前

後
の

差
　

ト
ン

）

9
8
.
6
1

山
村

1
2
,
8
8
0

1
6
,
5
4
0

面
積

1
.
7
7

2
3
0

(
7
0
.
7
%
)

沖
縄

半
島

4
,
7
7
1

1
.
9
2

年
 

　
指

標
・

単
位

平
成

2
0
年

度
平

成
2
1
年

度
平

成
2
2
年

度
平

成
2
3
年

度

4
,
8
2
3

4
,
5
8
4

1
.
9
0

1
.
8
2

平
成

2
4
年

度

4
,
4
7
2

1
2
,
6
2
2

1
2
,
5
6
1

1
2
,
8
2
9

4
,
3
4
1

(
 
6
.
7
%
)

(
 
8
.
9
%
)

1
,
5
3
4

1
7
,
3
8
4

1
7
,
4
1
3

2
3
0

2
,
2
9
9
(
1
3
.
2
%
)

(
1
2
.
4
%
)

－
－

－

(
1
4
.
5
%
)

(
1
4
.
5
%
)

2
1
9

(
2
0
.
0
%
)

3
,
5
5
5
(
2
1
.
0
%
)

4
,
0
5
8

3
,
6
2
0

2
,
5
2
0

1
1
,
5
6
2
(
6
8
.
2
%
)

1
1
,
5
0
1

4
,
1
4
6

(
H
2
4
比

 
-
1
3
.
1
%
)

1
2
,
3
9
4
(
H
2
4
比

 
-
3
.
8
%
)

(
1
8
.
8
%
)

3
,
5
7
1
(
2
0
.
2
%
)

1
2
,
4
8
6

(
6
6
.
2
%
)

(
2
3
.
3
%
)

(
2
0
.
8
%
)

1
2
,
1
2
4
(
6
9
.
6
%
)

地
域

の
概

要

一
般

廃
棄

物
の

減
量

化
、

再
生

利
用

の
現

状
と

目
標

（
地

域
全

体
）

(
H
2
4
比

 
-
6
.
3
%
)

2
,
5
3
8

－

1
2
,
1
2
3

3
,
4
9
9

3
,
1
0
8

-資　3-



平
成

2
4
年

度

合
 
計

8
3

－

１
事

業
所

当
た

り
の

排
出

量
（

ﾄ
ﾝ
/
事

業
所

）

総
排

出
量

（
ト

ン
）

合
 
計

事
業

系
家

庭
系

排
出

量
合

計
（

ト
ン

）

　
指

標
・

単
位

年
 

1
,
0
9
9

総
排

出
量

（
ト

ン
）

１
事

業
所

当
た

り
の

排
出

量
（

ﾄ
ﾝ
/
事

業
所

）

１
人

当
た

り
の

排
出

量
（

k
g
/
人

）

熱
回

収
量

再
生

利
用

量

(
H
2
4
比

 
-
1
7
.
0
%
)

年
 

1
1
,
0
3
2

1
,
3
6
2

(
H
2
4
比

 
-
6
.
2
%
)

2
1
1目
　

標

平
成

3
1
年

度

(
H
2
4
比

 
-
4
.
0
%
)

9
4
(
 
4
.
7
%
)

(
H
2
4
比

 
-
2
.
1
%
)

(
7
0
.
6
%
)

(
1
9
.
1
%
)

(
H
2
4
比

 
-
7
.
3
%
)

(
 
7
.
5
%
)

(
1
3
.
3
%
)

2
,
7
8
2目
　

標

平
成

3
1
年

度

(
H
2
4
比

 
-
1
2
.
4
%
)

1
.
7
1

1
0
,
2
8
5

平
成

2
0
年

度
平

成
2
1
年

度
平

成
2
2
年

度
平

成
2
3
年

度

1
,
4
7
4

3
,
7
5
0

1
.
6
2

3
,
6
6
7

(
 
9
.
2
%
)

(
1
4
.
7
%
)

2
3
1

総
資

源
化

量
　

（
ト

ン
）

直
接

資
源

化
量

（
ト

ン
）

熱
回

収
量

（
年

間
の

発
電

電
力

量
　

M
W
h
）

－

家
庭

系
1
1
,
4
8
1

１
人

当
た

り
の

排
出

量
（

k
g
/
人

）

減
量

化
量

（
中

間
処

理
前

後
の

差
　

ト
ン

）

事
業

系
家

庭
系

排
出

量
合

計
（

ト
ン

）

過
去

の
状

況
・

現
況

（
排

出
量

に
対

す
る

割
合

）

7
2
2

(
2
2
.
8
%
)

3
,
1
7
1

3
,
0
7
1

2
,
2
4
1

2
.
2
2

2
.
7
2

－

(
6
6
.
0
%
)

6
1
9

－

1
0
,
5
6
7

過
去

の
状

況
・

現
況

（
排

出
量

に
対

す
る

割
合

）

(
6
8
.
8
%
)

1
0
,
0
8
6
(
6
7
.
4
%
)

1
0
,
0
2
3

1
0
,
6
4
7
(
6
9
.
0
%
)

2
9
7

(
1
3
.
4
%
)

(
 
3
.
8
%
)

1
,
9
8
1

2
9
7

1
,
9
9
3

2
,
1
3
7

(
 
3
.
8
%
)

(
2
0
.
4
%
)

2
,
2
0
2

(
 
3
.
9
%
)

7
7

2
,
1
0
2

(
1
4
.
1
%
)

2
8
1
(
1
4
.
0
%
)

1
,
5
1
1

減
量

化
量

（
中

間
処

理
前

後
の

差
　

ト
ン

）
1
,
5
5
6

(
6
7
.
1
%
)

(
2
7
.
4
%
)

4
2
1

埋
立

最
終

処
分

量
（

ト
ン

）
4
2
8

(
1
6
.
5
%
)

(
7
6
.
3
%
)

(
1
5
.
0
%
)

－

3
2
6

　
指

標
・

単
位

熱
回

収
量

（
年

間
の

発
電

電
力

量
　

M
W
h
）

総
資

源
化

量
　

（
ト

ン
）

総
排

出
量

（
ト

ン
）

直
接

資
源

化
量

（
ト

ン
）

埋
立

最
終

処
分

量
（

ト
ン

）

中
間

処
理

に
よ

る
減

量
化

量

1
,
9
3
2

－

1
4
,
5
5
9

2
2
0

3
,
5
2
7

一
般

廃
棄

物
の

減
量

化
、

再
生

利
用

の
現

状
と

目
標

（
川

北
町

）

事
業

系

最
終

処
分

量

最
終

処
分

量

排
出

量

排
出

量

中
間

処
理

に
よ

る
減

量
化

量

熱
回

収
量

再
生

利
用

量

事
業

系

一
般

廃
棄

物
の

減
量

化
、

再
生

利
用

の
現

状
と

目
標

（
能

美
市

）

3
,
9
3
4

3
,
9
3
9

1
1
,
2
4
8

2
2
7

2
3
2

1
5
,
3
6
5

1
1
,
6
1
5

2
3
6

1
1
,
2
8
7

2
2
9

1
4
,
9
5
4

4
,
0
2
5

1
.
5
9

1
.
7
4

1
.
7
6

1
.
8
2

1
5
,
5
1
4

1
1
,
4
8
9

(
 
9
.
6
%
)

1
,
4
5
7
(
 
9
.
7
%
)

1
,
3
9
2

1
,
2
5
5

1
5
,
1
8
2

1
5
,
4
2
0

(
1
4
.
6
%
)

2
,
2
6
6
(
1
5
.
2
%
)

2
,
2
2
6

2
,
0
2
0
(
1
3
.
1
%
)

1
,
1
0
9

(
 
8
.
1
%
)

(
 
7
.
1
%
)

1
,
9
1
9
(
1
2
.
4
%
)

1
0
,
8
7
0
(
7
0
.
1
%
)

－

(
2
0
.
4
%
)

－

(
2
0
.
0
%
)

3
,
1
3
4
(
2
1
.
0
%
)

3
,
4
5
4

3
,
2
1
7
(
2
0
.
9
%
)

平
成

2
4
年

度

7
4
6

6
7
4

平
成

2
0
年

度
平

成
2
1
年

度
平

成
2
2
年

度
平

成
2
3
年

度

2
.
6
0

1
,
3
8
0

総
排

出
量

（
ト

ン
）

8
8
9

6
4
5

2
.
3
9

3
.
2
0

2
.
3
2

2
2
3

1
,
3
9
1

家
庭

系
1
,
3
3
5

1
,
3
1
3

1
,
3
4
8

2
2
6

7
3
(
 
3
.
4
%
)

2
2
0

2
1
5

2
1
8

2
,
0
0
9

2
9
4

2
7
9

(
 
3
.
8
%
)

8
4

7
6

(
1
4
.
0
%
)

2
7
5
(
1
2
.
9
%
)

－
－

－
－

(
7
4
.
0
%
)

1
,
4
7
6
(
7
3
.
5
%
)

1
,
4
7
8

1
,
4
7
7
(
7
4
.
1
%
)

1
,
6
1
6
(
7
5
.
6
%
)

(
2
1
.
0
%
)

6
0
4

4
0
3
(
2
0
.
2
%
)

4
0
0
(
1
8
.
7
%
)

-資　4-



３

埋
立

処
分

地
施

設

し
尿

処
理

施
設

能
美

広
域

事
務

組
合

無有

準
好

気
性

埋
立

サ
ン

ド
イ

ッ
チ

方
式

有

能
美

広
域

事
務

組
合

准
連

続
燃

焼
式

（
ス

ト
ー

カ
式

）

有

能
美

広
域

事
務

組
合

手
取

川
流

域
環

境
衛

生
事

業
組

合

H
4
.
3

4
.
9
t
/
日

H
3
.
3

(
基

幹
改

良
)

H
1
4
.
3

8
0
K
L
/
日

基
幹

改
良

H
1
1
.
3

H
3
1
.
3

現
有

施
設

の
内

容

全
連

続
燃

焼
式

（
ス

ト
ー

カ
式

）
H
2
7
～

H
3
0

破
砕

処
理

施
設

1
7
,
1
0
0
m
2

1
8
0
,
0
0
0
m
3

低
速

二
軸

剪
断

破
砕

方
式

嫌
気

性
消

化
・

活
性

汚
泥

処
理

方
式

浄
化

槽
専

用
方

式

更
新

、
廃

止
、

新
設

の
内

容

現
有

施
設

の
現

況
と

更
新

、
廃

止
、

新
設

の
予

定

焼
却

施
設

※
　

計
画

地
域

内
の

施
設

の
状

況
（

現
況

、
予

定
）

を
地

図
上

に
示

し
た

も
の

を
添

付
す

る
。

（
様

式
１

添
付

２
）

処
理

能
力

（
単

位
）

備
考

焼
却

の
前

処
理

型
式

及
び

処
理

方
式

更
新

、
廃

止
予

定
年

月
更

新
、

廃
止

、
新

設
理

由

事
業

主
体

施
設

種
別

型
式

及
び

処
理

方
式

補
助

の
有

無
処

理
能

力
（

単
位

）
竣

工
年

月
施

設
竣

工
予

定
年

月

5
0
t
/
日

(
2
5
t
/
1
6
h
×

2
炉

)

7
5
t
/
日

(
3
7
.
5
t
/
2
4
h
×

2
炉

)

-資　5-



４ ※
１

　
別

添
資

料
と

し
て

汚
水

衛
生

処
理

人
口

の
ト

レ
ン

ド
グ

ラ
フ

を
添

付
す

る
。

（
様

式
１

添
付

３
）

※
２

　
能

美
市

と
川

北
町

の
生

活
排

水
処

理
の

現
状

と
目

標
を

次
ペ

ー
ジ

に
示

す
。

５
浄

化
槽

の
整

備
の

状
況

と
更

新
、

廃
止

、
新

設
の

予
定

1
5
.
4
%

目
　

標

平
成

3
1
年

度

5
6
,
6
3
5

4
5
,
6
4
9

8
0
.
6
%

8
,
7
0
9

1
,
0
4
3

合
併

処
理

浄
化

槽
等

処
理

人
口

基
数

1
,
1
1
0

汚
水

衛
生

未
処

理
人

口
（

人
）

平
成

2
1
年

度

　

　
指

標
・

単
位

年

浄
化

槽
設

置
整

備
事

業
（

市
町

村
設

置
型

）

※
　

計
画

地
域

内
の

生
活

排
水

処
理

の
整

備
構

想
を

地
図

上
に

示
し

た
も

の
を

添
付

す
る

。
（

様
式

１
添

付
４

）

基
数

事
業

主
体

農
業

集
落

排
水

施
設

等

公
共

下
水

道

未
処

理
人

口

開
始

年
月

過
去

の
状

況
・

現
況

備
考

処
理

人
口

目
標

年
次

4
1
,
5
6
0

平
成

2
0
年

度

総
人

口
（

人
）

川
北

町

7
,
7
9
4

2
.
0
%

汚
水

衛
生

処
理

人
口

（
人

）

現
有

施
設

の
内

容
施

設
種

別

浄
化

槽
設

置
整

備
事

業
（

個
人

設
置

型
）

汚
水

衛
生

処
理

率
又

は
衛

生
処

理
人

口
普

及
率

5
5
,
2
8
3

能
美

市

能
美

市

川
北

町

7
,
6
9
8

1
4
.
4
%

7
5
.
5
%

4
,
4
8
5

1
,
2
3
4

2
.
2
%

5
5
,
9
2
8

4
2
,
2
3
2

整
備

予
定

基
数

の
内

容

3
9
,
7
1
4

1
,
1
3
3

7
,
9
1
5

7
,
7
7
7

2
.
1
%

1
,
1
5
7

2
.
5
%

平
成

2
2
年

度
平

成
2
3
年

度
平

成
2
4
年

度

8
,
0
5
4

5
5
,
4
4
4

5
5
,
6
0
4

5
5
,
7
2
1

7
1
.
8
%

7
3
.
3
%

7
4
.
7
%

7
4
.
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Ｈ20 Ｈ21 Ｈ22 Ｈ23 Ｈ24 Ｈ25 Ｈ26 Ｈ27 Ｈ28 Ｈ29 Ｈ30 Ｈ31
事業所 (2,590) 2,584 (2,545) (2,522) 2,489 2,476 2,454 2,432 2,409 2,386 2,364 2,341

Ｈ20 Ｈ21 Ｈ22 Ｈ23 Ｈ24 Ｈ25 Ｈ26 Ｈ27 Ｈ28 Ｈ29 Ｈ30 Ｈ31
トン 4,472 4,341 4,823 4,584 4,771 4,708 4,700 4,586 4,466 4,347 4,246 4,146

可燃ごみ トン 2,532 2,580 2,601 2,594 2,536 2,573 2,556 2,543 2,522 2,503 2,483 2,463
不燃ごみ トン 18 16 11 12 9 13 13 13 13 13 13 13
資源ごみ トン
持込ごみ トン 1,922 1,745 2,211 1,978 2,226 2,122 2,131 2,030 1,931 1,831 1,750 1,670

ﾄﾝ/事業所 1.73 1.68 1.90 1.82 1.92 1.90 1.92 1.89 1.85 1.82 1.80 1.77

【事業系ごみの実績と予測】
実績 予測

事業系ごみ　総排出量

様式１添付１

指標と人口等の要因に関するトレンドグラフ

【事業所数の実績と予測】
実績　※ 予測

事業所数

1事業所当たりの排出量

※　平成16、18年度 事業所・企業統計調査結果 及び平成21、24年度 経済センサス-基礎調査結果を用いており、平成20、22、23年度の値は推計値

0.00

0.20

0.40

0.60

0.80

1.00

1.20

1.40

1.60

1.80

2.00

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

Ｈ20 Ｈ21 Ｈ22 Ｈ23 Ｈ24 Ｈ25 Ｈ26 Ｈ27 Ｈ28 Ｈ29 Ｈ30 Ｈ31
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排
出
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Ｈ20 Ｈ21 Ｈ22 Ｈ23 Ｈ24 Ｈ25 Ｈ26 Ｈ27 Ｈ28 Ｈ29 Ｈ30 Ｈ31
人 55,283 55,444 55,604 55,721 55,928 56,025 56,144 56,256 56,360 56,458 56,549 56,635

Ｈ20 Ｈ21 Ｈ22 Ｈ23 Ｈ24 Ｈ25 Ｈ26 Ｈ27 Ｈ28 Ｈ29 Ｈ30 Ｈ31
トン 12,995 12,622 12,561 12,829 12,880 12,689 12,658 12,616 12,545 12,499 12,446 12,394

可燃ごみ トン 9,368 8,956 8,944 9,314 9,299 9,184 9,175 9,173 9,143 9,109 9,076 9,040
不燃ごみ トン 541 522 501 505 505 500 499 501 499 500 498 499
資源ごみ トン 1,557 1,534 1,476 1,331 1,182 1,242 1,217 1,197 1,180 1,186 1,189 1,193
持込ごみ トン 1,529 1,610 1,640 1,679 1,894 1,763 1,767 1,745 1,723 1,704 1,683 1,662

kg/人 235 228 226 230 230 226 225 224 223 221 220 219

人口

実績 予測

家庭系ごみ　総排出量

1人当たりの排出量

【家庭系ごみの実績と予測】

【人口の実績と予測】
実績 予測
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Ｈ20 Ｈ21 Ｈ22 Ｈ23 Ｈ24 Ｈ25 Ｈ26 Ｈ27 Ｈ28 Ｈ29 Ｈ30 Ｈ31
トン 2,538 2,547 2,520 2,299 2,194 2,301 2,301 2,282 2,245 2,244 2,235 2,229

直接資源化量 トン 1,557 1,534 1,476 1,331 1,182 1,242 1,217 1,197 1,180 1,186 1,189 1,193
処理後再生利用量 トン 288 312 349 338 412 446 471 472 472 463 452 443
集団回収量 トン 693 701 695 630 600 613 613 613 593 595 594 593

％ 14.0 14.4 13.9 12.7 12.0 12.8 12.8 12.8 12.8 12.9 12.9 13.0

Ｈ20 Ｈ21 Ｈ22 Ｈ23 Ｈ24 Ｈ25 Ｈ26 Ｈ27 Ｈ28 Ｈ29 Ｈ30 Ｈ31
トン 12,123 11,562 11,501 12,124 12,486 12,324 12,309 12,226 12,114 12,002 11,900 11,796

【減量化量の実績と予測】

【再生利用量の実績と予測】
実績 予測

実績 予測
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総資源化量

0.0 

2.5 

5.0 

7.5 

10.0 

12.5 

15.0 

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

3,000

Ｈ20 Ｈ21 Ｈ22 Ｈ23 Ｈ24 Ｈ25 Ｈ26 Ｈ27 Ｈ28 Ｈ29 Ｈ30 Ｈ31

直接資源化量 処理後再生利用量 集団回収量 リサイクル率

（トン） （％）

（年度）

再
生
利
用
量

リ
サ
イ
ク
ル
率

実績 予測実績 予測

0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

12,000

14,000

16,000

18,000

20,000

Ｈ20 Ｈ21 Ｈ22 Ｈ23 Ｈ24 Ｈ25 Ｈ26 Ｈ27 Ｈ28 Ｈ29 Ｈ30 Ｈ31

減量化量

（トン）

（年度）

減
量
化
量

実績 予測実績 予測

-資　10-



Ｈ20 Ｈ21 Ｈ22 Ｈ23 Ｈ24 Ｈ25 Ｈ26 Ｈ27 Ｈ28 Ｈ29 Ｈ30 Ｈ31
トン 3,499 3,555 4,058 3,620 3,571 3,385 3,361 3,307 3,245 3,195 3,151 3,108

直接最終処分量 トン 292 279 166 170 164 158 159 148 147 146 147 148
処理後最終処分量 トン 3,207 3,276 3,892 3,450 3,407 3,227 3,202 3,159 3,098 3,049 3,004 2,960

予測

最終処分量

【最終処分量の実績と予測】
実績
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様式１添付２

地域内の施設の現況と予定（位置図）

手取川流域環境衛生事業組合

手取衛生センター

能美広域事務組合

能美美化センター

（ごみ焼却施設：基幹改良予定）
（破砕処理施設）

（埋立処分地施設）
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Ｈ20 Ｈ21 Ｈ22 Ｈ23 Ｈ24 Ｈ25 Ｈ26 Ｈ27 Ｈ28 Ｈ29 Ｈ30 Ｈ31
人 55,283 55,444 55,604 55,721 55,928 56,025 56,144 56,256 56,360 56,458 56,549 56,635
人 48,618 49,575 50,670 50,582 51,443 51,892 52,523 53,146 53,764 54,377 54,986 55,592

汚水衛生処理率 ％ 87.9 89.4 91.1 90.8 92.0 92.6 93.6 94.5 95.4 96.3 97.2 98.2
公共下水道 人 39,714 40,665 41,560 41,663 42,232 42,647 43,127 43,617 44,110 44,613 45,125 45,649

％ 71.8 73.3 74.7 74.8 75.5 76.1 76.8 77.5 78.3 79.0 79.8 80.6
農業集落排水施設等 人 7,794 7,777 7,698 7,915 8,054 8,161 8,275 8,378 8,475 8,563 8,641 8,709

％ 14.1 14.0 13.8 14.2 14.4 14.6 14.7 14.9 15.0 15.2 15.3 15.4
合併処理浄化槽等 人 1,110 1,133 1,412 1,004 1,157 1,084 1,121 1,151 1,179 1,201 1,220 1,234

％ 2.0 2.0 2.5 1.8 2.1 1.9 2.0 2.0 2.1 2.1 2.2 2.2
人 6,665 5,869 4,934 5,139 4,485 4,133 3,621 3,110 2,596 2,081 1,563 1,043

総人口
汚水衛生処理人口

未処理人口

様式１添付３

汚水衛生処理人口のトレンドグラフ

【生活排水処理の実績と予測】
実績 予測

0.0 

20.0 

40.0 

60.0 

80.0 

100.0 

0

20,000

40,000

60,000

80,000

100,000

Ｈ20 Ｈ21 Ｈ22 Ｈ23 Ｈ24 Ｈ25 Ｈ26 Ｈ27 Ｈ28 Ｈ29 Ｈ30 Ｈ31

公共下水道 農業集落排水施設等 合併処理浄化槽等 未処理人口 汚水衛生処理率

（人） （％）

（年度）

汚
水
衛
生
処
理
人
口

汚
水
衛
生
処
理
率

実績 予測

-資　13-



　※　生活排水処理構想エリアマップ（平成23年度版）　より抜粋して作成

生活排水処理エリアマップ
様式１添付４
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開始 終了

回収方法検討

堆肥化等の活動の継続、拡大の検討

広報、パンフレット等による普及啓発

堆肥化等の活動の継続、拡大の検討

検討

広報、パンフレット等による普及啓発

検討

推進員による活動、出前講座の開催等

広報、パンフレット等による普及啓発

事業者に対する普及啓発

広報、パンフレット等による普及啓発

広報、パンフレット等による普及啓発

関連事業
21・22

実施
関連事業

21
H
30

－

地域の循環型社会形成推進のための施策一覧

実施

施策の内容

様式３

関連事業
21

20
資源ごみの拠点回
収

大型小売店舗等における資源ごみ拠
点回収の拡大について検討

能美市、川北町
H
26

・

18 生ごみの資源化

生ごみ処理機購入費助成、ポイント
制度、公的機関から発生する生ごみ
の堆肥化等の継続、拡大
家庭での水切り等に対する普及啓発

能美市、川北町
H
26

H
30

17 小型家電の資源化
小型家電資源化に対する普及啓発
効果的な回収方法の検討

能美市、川北町、
能美広域事務組合

H
26

関連事業
21

H
30

－

・

・

－

実施

－

H
30

－

16 再使用の推進
根上くるくる工房のPR
リユースショップ等の活用促進

能美市、川北町
H
26

H
30

15

剪定枝等の資源化 ・ チップ化や堆肥化の拡大の検討 能美市、川北町
H
26

H
30

事業系一般廃棄物
の発生抑制

事業者に対する用紙類の使用量削
減、分別の徹底等について普及啓発

能美市、川北町
H
26

・

H
30

－

14
容器包装の適正
化・排出抑制

マイバック運動の推進（レジ袋有料
化の継続）

能美市、川北町
H
26

H
30

・
・

・
・

関連事業
21・22

－

関連事業
22

各町内会の推進員によるごみ減量
化、資源化推進活動の実施
職員による出前講座等

能美市、川北町

12 有料化 持込ごみの有料化検討
能美市、川北町、
能美広域事務組合

H
26

H
30

－

・

・
H
30

－

発生抑制、
再使用の推
進に関する
もの

11 環境教育

パネル展示やポスター、広報誌等に
よる普及啓発
社会科見学の実施やＮＰＯ等と連携
した環境教育

能美市、川北町、
能美広域事務組合

19

13
ごみ減量化・再資
源化等推進員

H
26

平成29年度 平成30年度

－

・

・

・

・

施策種別
事業
番号
※１

施策の名称等 実施主体
事業期間 交付金

必要の
要否

H
26

備考
平成26年度

事業計画

平成25年度 平成27年度 平成28年度

※１

検討

検討

H
25

H
25

長寿命

化計画

普及啓発

パトロールの強化

災害廃棄物
処理計画策定

○

H
30

－

H
26

○

○

－

・

・

H
30

－

H
30

関連事業
1・12・
15・19

－

関連事業
1

関連事業
45

関連事業
1

関連事業
1・12・
17～20

H
30

基幹改良工事

－

－

関連事業
21・22・
31・42

処理の継続

処理の継続

処理の継続

43 ごみ処理の広域化

・

・

H
26

その他

41

関連事業
32

ごみ処理の広域化の検討
能美市、川北町、
能美広域事務組合

H
26

・

42
災害廃棄物処理体
制の整備

災害廃棄物処理計画策定の検討

能美市、川北町、
能美広域事務組合、
手取川流域環境衛生
事業組合

H
30

23 生活排水処理

不法投棄対策
町内会などと一体となった普及啓発
パトロールの強化等

能美市、川北町
H
26

・
・

・

・
・

施設整備に
係る計画支
援に関する
もの

31 1の計画支援
基幹改良工事発注仕様書作成
生活環境影響調査

能美広域事務組合
H
26

32
長寿命化計画策定
支援

長寿命化計画の策定 能美広域事務組合

処理施設の
整備に関す
るもの

1
ごみ焼却施設の整
備事業

ごみ焼却施設の基幹改良 能美広域事務組合
H
27

処理体制の
構築、変更
に関するも
の

21
H
30

現状の生活排水処理体制の継続

能美市、川北町、
能美広域事務組合、
手取川流域環境衛生
事業組合

H
25

H
30

・

22
事業系一般廃棄物
の処理体制

現状の事業系一般廃棄物の処理体制
の継続

能美市、川北町
H
25

家庭系ごみの処理
体制

現状の分別区分及び処理方法の継続
能美市、川北町、
能美広域事務組合

H
25

事業番号については、計画本文３（３）表３．２、表３．３、３（４）表３．４に示す事業番号及び様式２の施設整備に関する事業番号と一致

発注

仕様書

生活環境

影響調査

-資　16-



(1) 事業主体名

【参考資料様式２】

石　川　県

「灰溶融施設」を整備する場合

施設概要（熱回収施設系）

　能美広域事務組合

(2) 施設名称 　能美美化センターごみ焼却施設

(3)

廃焼却施設解体
工事の有無

　　有　　・　　無

工期 　平成27年度　～　平成30年度

(4) 施設規模 　処理能力　　　75ｔ/日（37.5t/24ｈ×2炉）　（基幹改良後）

(5)
形式及び
処理方式

　全連続ストーカ方式（基幹改良後）

(6)
余熱利用の
計画

　１．発電の有無　　　　有（発電効率　％）　　・　　無

　２．熱回収の有無　　　有（熱回収率  ％）　　・　　無

(7)
地域計画内の
役割

　ごみ焼却施設のCO2発生量削減及び長寿命化、機能低下の抑制を図るための基幹改良

を行う。
　准連（16h/日）を全連（24h/日）に変更することにより、CO2削減率　3%以上

(8)

5,522

0

412,522

合計

89,188

1,188

2,252,162

交付対象外事業費

交付対象事業費　　計

89,188

6,886

1,188

512,886

0

713,548

8,206

0

平成30年度

506,000

88,000

交付対象事業費

交付対象外事業費

交付対象事業費

0

全体

2,222,000

88,000

713,548 602,074

平成25年度

0

0

0

0

0

0

0

平成29年度

0

412,5220

平成27年度

704,000

0

9,548

2,341,350

「高効率原燃料回収施設」を整備する場合

単位:千円

平成26年度

0

0

407,000

0

0

交付対象外事業費　計

本工事費

施工監理費

0

30,162

0

613,206

(10)

0

ストック対象物

(9)
スラグの
利用計画

613,206

固形燃料の
利用計画

(11)

(12) 事業計画額

0

0

平成28年度

605,000
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【参考資料様式６】

石　川　県

事業計画額
    平成26年度　10,260千円

能美美化センターごみ焼却施設
基幹改良工事発注仕様書作成業務

能美美化センターごみ焼却施設
基幹改良工事に伴う生活環境影響調査業務

平成26年度 平成26年度

○基幹改良工事発注仕様書の作成 ○廃棄物処理法に基づく生活環境影響調査

　　調査項目　　大気
　　　　　　　　騒音
　　　　　　　　振動
　　　　　　　　その他

(5) 事業概要

(6) 事業計画額

(3) 事業名称

計画支援概要

(1) 事業主体名

(2) 事業目的

能美広域事務組合

既存施設の老朽化により低下した機能の回復及び延命化を目的とした
基幹改良工事を実施するための計画支援

(4) 事業期間

事業計画額
    平成26年度　5,130千円
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【参考資料様式６】

石　川　県

長寿命化計画策定概要

(1) 事業主体名 能美広域事務組合

(2) 事業目的
既存施設の老朽化による機能低下や維持管理費の増加等に対応するための
長寿命化計画の策定

(3) 事業名称

(6) 事業計画額

能美美化センターごみ焼却施設長寿命化計画策定業務

平成25年度

○施設の概要と設備・機器等の維持補修履歴の整理
○施設保全計画の作成
○延命化計画の策定

事業計画額
    平成25年度　5,130千円

(4) 事業期間

(5) 事業概要
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